
VOLUNTEER PR MAGAZINE

ボランティアだより
令和７年

10月号
Voｌ.８９

お品書き

お弁当です。
熱中症には
気を付けて
下さい。

作業所のこんにゃく畑
作業生とこんにゃく畑

の草取り

暑かったけど、み
んなで草取り楽し
かったです。

丸くする
の難しい
なぁ・・

・

食事サービス
若桜学園の生徒とお弁当
の配達に行ってきました。
みなさん笑顔でお弁当を
受け取っておられました。

作業所のこんにゃく畑で若桜学園の生徒、「さくらぁくる」のボラ

ンティア、地域の方、利用者と草取りをしました。
暑い日だったため、熱中症にならないように気を付けて活動を行い

ました。

夏休み体験ボランティア

若桜町社会福祉協議会では、若桜学園５年生から９年生を対象として夏休み期間中にボランティア
体験を毎年実施しています。今年は高校生ボランティアサークル「さくらぁくる」と一緒に活動を行
いました。
ボランティア活動を通して「他人に共感すること」

「自分が大切な存在であること」「社会の一員であ
ることを実感し、思いやりの心を育むこと」を目指し
ています。

活動場所・内容
・わかさ・あすなろ（お年寄りとの交流）
・わかさこども園（清掃活動）
・福寿会と美化活動
・社協食事サービス（弁当の表紙づくり、
袋詰め、配達）

・社協デイサービス（レクリエーションの
お手伝い、お年寄りとの交流）

・作業所（利用者と交流、こんにゃく畑の
草取り）

７５歳以上独居世帯・８０歳以上のみの世帯・障が
い者世帯の希望者へ毎週水曜日にお弁当を配達し、安
否確認、見守りおよび食事支援を行っています。配達
ボランティアに同行してお弁当を届けました。

配達

生徒の声

・お弁当を渡すと喜んでおら
れた

・お弁当を配るだけだと思っ
ていたけど安否確認も兼ねて
いるということが分かりまし
た

久しぶりのこど
も園で、ボラン
ティア活動がで
き、いい体験で
した。

わかさ・あすなろ

こんなにきれいになりました。

初めてのボラン
ティア活動でした
が、利用者のみな
さんが優しく話し
かけてくれて嬉し
かったです。

夏休み体験ボランティア事業１３名がボランティア体験！



若桜町ボランティアセンター（若桜町社会福祉協議会）

TEL 0858-82-0254 FAX 0858-82-1204

食中毒予防研修会

強く、早く、
絶え間なく

胸骨圧迫（心臓
マッサージ）

住谷講師による講義

７月１７日（木）に「食中毒予防研修会」を開催しました。講師に鳥取市保健所生活安全課

の住谷志歩 氏をお招きし、食事サービスの調理・配達ボランティアや赤十字奉仕団員他、一般

の町民の方々も参加され、食中毒予防について学びました。

赤十字健康生活支援講習短期講習
若桜町赤十字奉仕団は社会福祉協議会と共催で８月８日（金）

に赤十字健康生活支援講習短期講習を開催しました。講師に日本

赤十字社鳥取県支部の中原眞理子氏をお招きし、応急手当として

活用できる三角巾の使用方法、たたみ方、結び方等を教わりまし

た。会の最後には、日本赤十字社岡山県支部が制作された「もも

たろう」の歌に合わせたリズム体操で身体を動かし、充実した講習になりました。

歌を歌いながら、椅子に座ったままリズムに

合わせて身体を動かしました♪
いざというときに役立つ三角巾の使い方を実習。

簡単そうに見えて難しい！

広報誌への写真掲載はご本人のご了解をいただいております。

食中毒の原因菌を
①つけない

・手洗い、調理器具の使い分け、消毒など
②増やさない

・生鮮食品は１０度以下で保存
・調理済み食品を室温に放置しない

③やっつける
・中心温度７５度以上で１分以上加熱
（ノロウイルスは８５～９０度で９０秒以上）

この３点を守ることが大切だとお話がありました。

食事サービス事業に携わる方だけでなく、日常の

調理にも役立つ内容で、とても有意義な時間となりました。

食中毒の原因菌やウイルスの特徴とともに、「食中毒予防の三原則」として
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